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日本のどこを襲っても被害が発生

小松利光九州大学名誉教授提供
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１．旭川水系の特徴
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旭川の諸元

○流域のほとんどが山地であり、低平地は下流の岡山平野や中
流の盆地（落合盆地等）に限られる。

○岡山平野は旭川等が運んだ砂礫による沖積平野のほか、干拓
によって獲得された海面下の干潟であった低平地から成る。

○このため、洪水や高
潮に対して脆弱な地
形となっている。

○江戸時代に改築に着手

された百間川が、現在、
旭川の放水路としての
機能を果たしている。

■岡山県の中央部に位置し、上流部は山地が大半を占め、最下流部は人口・資産が集中する岡山市街地を貫流する河川。

■政令指定都市である岡山市には、烏城で知られる岡山城とそれに対面する中州には日本三名園の一つである岡山後楽園が存在
しており、社会、文化の基盤となっている。
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旭川水系の概要

山口県

広島県

島根県

岡山県

鳥取県

旭川水系

旭川

日本海

瀬戸内海

旭川の諸元
流域及びはん濫域の諸元

流域面積(集水面積)    ：1 , 8 1 0 km 2

幹川流路延長 ：142km
流域内人口 ：約33万人
想定氾濫区域面積 ：184km 2

想定氾濫区域内人口 ：約48万人
想定氾濫区域内資産額：約9兆9千億円
主な関係市 ：岡山市、真庭市

後楽園

岡山城

旭川

流域図

想定氾濫区域

基準地点(高水)

流域界

大臣管理区間

基準地点(低水)

凡 例

県境

旭川水系の特徴

岡山後楽園と岡山城

JR岡山駅

出典：河川現況調査 (H17)
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■旭川本川の河床勾配は河口から80km付近の落合盆地まで
1/500程度で緩やか。
■岡山平野の大部分は、地盤高が旭川の洪水時の水位より
低く、河口部は干拓地で形成されたゼロメートル地帯が
広がるため、洪水・高潮等に脆弱な地形。
■岡山平野のゼロメートル地帯の面積は東京、大阪の約2倍、
濃尾平野に次いで2番目。
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旭川水系の特徴（地形）

津山盆地

湯原ダム(岡山県管理・昭和30年完成)
［治水、発電］

旭川ダム(岡山県管理・昭和29年完成)
［治水、上水、発電］
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1/5,500

中流部
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※下流部の河床勾配
・河口～東西中島地区(7K)：1/5,500
・中島～岡山後楽園(9K) ：1/2,000
・後楽園～旭川合同堰(18K)：1/600

湯原ダム

旭川ダム

分派堰 旭川合同堰
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A
A’

旭川

百間川
操山

特に地盤高が低い

岡山
市街地

■岡山平野の大部分は、地盤高が旭川の洪水時の水位より
低く、河口部は干拓地で形成されたゼロメートル地帯が
広がるため、洪水・高潮等に脆弱な地形。
■岡山平野のゼロメートル地帯の面積は東京、大阪の約2倍、
濃尾平野に次いで2番目。

旭川水系の特徴（地形）

440m
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標高値 3m以上
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0m以上

0m未満

水 部

A－A’ 断面
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昭和38（1963）～昭和39（1964）年 近年（出典：Google Earth）

百間川の
放水路事業進展

宅地化の進展

宅地化の進展

商工業地化
の進展

旭川本川の
改修事業進展

百間川の
放水路事業進展

高度成長期から平成時代に至る旭川改修による流域の発展

空中写真による比較

■旭川水系の改修にともない、旭川下流に広がる岡山平野では浸水への懸念が大きく減少し、宅地化や商工業地化が著しく進んだ。

旭川

旭川

旭川
旭川

百間川

百間川

百間川の形状は
未完成

土地利用は高度化さ
れていない状態

岡山城
岡山城 操山 操山
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２．江戸時代の治水事業
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中世以前の旭川は、龍の口山の西麓か
ら、数条に分かれて児島湾に注いでい
た。当時の海岸線は、旭川より東は操
山の南麓、旭川より西は西市付近で
あった。

岡山城築城以前の旭川は、現在の「中
原」から「浜」と「森下」の間を縫っ
て「京橋」へと注ぐ１条の経路で流れ
ていた。

岡山城築城(文禄３年(1594完成))の際、城の
防御のため、約2km北方を蛇行してい
た河道を、城郭の北から東側を沿い城
を取り囲むように付替え、天然の堀に
した。

中世以前

岡山城築造の後

●西市

●京橋

●森下

浜●

▲操山

▲龍ノ口山中原

 岡山城築城時の海岸線

 現在の海岸線
現在の旭川となる。

旭川流路の変遷
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百間川築造の背景

・宇喜多秀家による岡山城改築に伴う要害
化のための旭川流路の付け替え(1590-1597)．

・自然な蛇行と狭窄部による洪水の発生．

池田家文庫 岡山大学付属図書館
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岡山城築城(1594年)の際、
堀の代わりに、旭川を大き
く曲げたため、下流で洪水
が頻発（1654年：承応の大
洪水）

水害防御と新田開発を目的
として百間川を開削
(1686年：百間川の完成)

「一の荒手」

「二の荒手」

「三の荒手」

※「三の荒手」は、明治25年洪水により流出

貞享の百間川工事

「一の荒手」亀の甲

百間川の築造
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分流（荒手）の仕組み

旭川の堤防
一の荒手 二の荒手 三の荒手

水田

旭川の水量が増加

「一の荒手」を越流

「一の荒手」と「二の荒手」の
間に貯留され土砂を沈殿

「二の荒手」、「三の荒手」を
超えて百間川に流入

さらに水量が増加

【荒手の効果】
・洪水の流れる速度を抑制
・砂の流出を抑制

「三の荒手」は過去の出水により流失し、現在は「一の
荒手」と「二の荒手」のみが存在している。
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二の荒手

二の荒手越流部

左岸導流堤
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沖新田

1692年

倉
田

倉
益

1699年

倉
富

1673年

現在の倉安川

1624～31年

藤田第三区、第五区

1679年

倉田新田

1913～50年

1654年

地図参考：岡山市HP 岡山の干拓物語
岡山県大百科事典(山陽新聞社 昭和55年) 

文章参考：岡山市HP 岡山の干拓物語

児島湾干拓の状況
■旭川沿川の干拓は、大部分は江戸時代に行われている。また、大正以降に行われている。
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百間川河口付近の変遷

平成5年(1992)昭和45年(1960)

昭和22年(1947)文政元年(1818)
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３．岡山平野と水害について
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岡山平野とゼロメートル地帯

： ゼロメートル地帯■岡山平野は干拓と埋立でできた低平地で地盤が軟弱
■「ゼロメートル地帯≒干拓地」
■面積218km2 域内人口38万人
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旭川流域で発生した水害被害

発生年月日 発生原因 下牧
ピーク流量
(m3/s)

下牧上流域
2 日雨量
(mm)

被害状況

明治25 年 7 月23 日 台 風 － － 死者 3名，流潰家屋 2,728 戸
浸水家屋 18,183 戸

明治26 年10 月12 日 暴風雨 － － 死者 120名， 流潰・被災家屋 27,315戸

昭和9 年 9 月21 日 室戸台風 約7,600 225.6 死者 60名，流潰家屋 2,929 戸
浸水家屋 35,214戸

昭和20 年 9 月18 日 枕崎台風 約4,800 169.0 死者・行方不明者不明
流失家屋 77 戸，浸水家屋 2,110 戸

昭和47 年 7 月11 日 梅雨前線 約4,610 268.7 死者・行方不明者 4名，流失家屋 25 戸
床上浸水 1,225 戸，床下浸水 3,084 戸

平成10 年10 月18 日 台風10 号 約4,310 179.9 死者・行方不明者 3名
床上浸水 358 戸，床下浸水 615 戸

平成16 年8 月31 日
【高潮被害】

台風16 号 約760 72.0 床上浸水 9 戸，床下浸水 7 戸，沖元地点
T.P.+2.632m(既往最高潮位)

平成18 年7 月19 日 梅雨前線 約2,730 166.2 床上浸水 1 棟，床下浸水 33 棟

平成23 年9 月3 日 台風12 号 約3,140 239.8 床上浸水 135 世帯，床下浸水 4,445 世帯
(岡山市内)

■今までの歴史の中で、台風による被害は甚大である。
■最近では、平成23年9月台風12号によって、岡山市内で多くの被害が発生している。

出典：岡山河川事務所提供資料 18



③

②

①
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明治25年7月（台風）、同26年10月（暴風雨）の水害
【明治25年7月洪水】
■一の荒手、二の荒手、三の荒手及び分流部周辺堤防が破堤した記録が残る。
■三の荒手は、この洪水により全壊したと考えられる。
■一の荒手、二の荒手の被災箇所、巻石部（亀の甲）の被害は不明。

【明治26年10月洪水】
■一の荒手及び分流部周辺堤防が破堤した記録が残る。
■二の荒手両岸の堤防も破堤した。
■一の荒手、二の荒手の被災箇所、巻石部（亀の甲）の被害は不明。

明治26年洪水：水害見取図（上道郡誌）明治25年洪水：水害見取図（上道郡誌）

③岡山市出石町の堤防破損個所 出典：旭川史②岡山市石関町の堤防破損個所①岡山市弓之町県庁下堀へ流出した木材

明治26年10月洪水写真の概ねの位置図

明治26年10月洪水による被害状況
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岡山平野における水害パターン （１）堤防の決壊、越水

当時の写真

① ② ③

破堤のメカニズム（越流破堤の場合）

■昭和9年9月旭川洪水 （室戸台風）
■台風により増水した旭川・百間川で堤防が決壊し死者６０名、流壊・浸水家屋３８，１４３戸という甚大な被害が発生。
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凡 例
S9.9洪水氾濫区域
S9.9洪水破堤地点

旭川

旭川

百間川

砂川

氾濫区域図



昭和9年9月室戸台風による被害状況

写真提供：岡山市 松浦氏

：昭和9年9月破堤箇所

【 京 橋 】

【 旭川堤防決壊】
【 岡山市内山下】

【 後楽園延養亭】

■死 傷 者 ： ３０８人
■流潰家屋 ： ２,９２９戸
■浸水家屋 ：３５,２１４戸
■被 害 額 ： 約４１億円

21



昭和9年9月室戸台風による被害状況
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昭和47年7月梅雨前線豪雨による洪水

■昭和47年7月梅雨前線の活発化により中国地方各所に大災害が発生、旭川でも昭和20年の枕崎台風以来の被害が発生した。

■総雨量は旭川上流部の落合で500mm、久世で469.5mmを記録した。

■岡山市内では、大原地区や中島地区等に大きな浸水被害をもたらした。

発生年月日
(発生原因)

下牧ピーク流量
(m3/s)

下牧上流域
2日雨量(mm) 被害状況 備考

昭和47年
7月11日
(梅雨前線)

約4,610*1 268.7

死者・行方不明者 4名
流失家屋 25戸
床上浸水 1,225戸
床下浸水 3,084戸

注１） 発生年月日は、実績最大流量の観測日。
注２） 被害状況は旭川水害史、水害統計による
（水系内の集計値）。

＊1：下牧地点実測値

旭川

旭川

大原地区

中島地区

中島地区

岡山市街地付近の浸水区域（S47豪雨災害誌：中国地建）

岡山市
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平成10年10月台風10号による洪水
■平成10年10月14日から18日にかけて襲来した台風10号は岡山県全域に大雨をもたらし、各地で河川の氾濫による浸水
が発生した。

■中原地区では旭川の濁流が支川に逆流し、23戸の家屋が浸水した。
■後楽園の県立博物館地階の収蔵庫では、貴重な資料が水没した。
■百間川分流部の一の荒手、二の荒手が被災し、歴史的遺構の保全に向けた検討のきっかけとなった。

発生年月日
(発生原因)

下牧ピーク流量
(m3/s)

下牧上流域
2日雨量(mm) 被害状況 備考

平成10年
10月18日
(台風10号)

約4,310*１ 179.9
死者・行方不明者 3名
床上浸水 358戸
床下浸水 615戸

注１） 発生年月日は、実績最大流量の観測日。
注２） 被害状況は旭川水害史、水害統計による
（水系内の集計値）。

＊1：下牧地点実測値

東西中島地区周辺

旭川

旭川

百間川分流部周辺の出水状況

旭川

百間川

一の荒手
越流状況

二の荒手
越流状況

二の荒手被災状況一の荒手被災状況
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発生年月日 被害状況

2011年
（平成23年
9月30日）

死者・行方不明者：なし

床上浸水：135戸、床下浸水：4,445戸

9/4 撮影

② 7k400
③県道岡山牛窓線

①9k200

東中島
浸水家屋11軒

9/3 撮影

④分流部三野水位
観測所

旭川

旭川

新京橋

9/3 撮影

②旭川中橋派川7k400付近① 旭川9k200付近

9/3 撮影

④ 分流部付近

一の荒手

③県道岡山牛窓線（倉安沿川）

9/3 撮影

流 量 約3,140m3/s（下牧地点：観測流量）

避難指示 119,322世帯 288,741人(岡山市、玉野市他)

避難勧告 299世帯 405人(岡山市)

平成23年9月台風12号による洪水
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＜避難指示＞
岡山市 ２２９世帯 ４０５人

＜避難勧告＞
岡山市 ８７，５５５世帯 ２１３，６１５人
玉野市 ２７，８８１世帯 ６４，７３７人
瀬戸内市 ２，１９６世帯 ５，２１０人
倉敷市 ８３０世帯 ２，７４４人
総社市 ８０６世帯 ２，３１３人
高梁市 ４８世帯 １０５人
新見市 ６世帯 １７人

小計 １１９，３２２世帯 ２８８，７４１人

＜避難準備＞
美作市 ８，９９５世帯 ２２，５２９人

避難指示・勧告等の状況

資料出所：岡山県ＨＰ

平成２３年９月４日（日）山陽新聞

参考 平成23年9月台風12号による洪水の状況
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http://www.city.okayama.jp/soumu/bousai/bousai_00181.html

岡山市洪水・土砂災害ハザードマップの
シミュレーション条件

2011年9月3日 台風12号 足守川が氾濫し，避難勧告にも拘わらず殆ど避難しなかった．
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岡山三川浸水想定区域図

Ａ

Ａ

■岡山平野の殆どが浸水想定区域内
■浸水面積396km2 域内人口82万人
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はん濫エリアとはん濫形態
■ 分流部付近より下流は、拡散型の氾濫形態であり、一度破堤すると甚大な被害が発生する恐れがある。
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旭川右岸10.4km（岡山市北区中井町：JR山陽本線橋梁付近）

洪水はん濫シミュレーション【旭川】

出典：岡山河川事務所ホームページ 30



百間川左岸7.2km（岡山市中区米田地先）

洪水はん濫シミュレーション【旭川】

出典：岡山河川事務所ホームページ 31



旭川左岸14.8km(岡山市北区中原地先)

洪水はん濫シミュレーション【旭川】

出典：岡山河川事務所ホームページ 32



岡山平野における水害パターン （２）内水

内水のメカニズム

平常時（樋門開）

出水時（樋門閉）

内水被害発生

■昭和51年9月旭川洪水 （台風１７号）
■内水はん濫が発生し、百間川に合流する庄内川流域において3,503戸が浸水した。

岡山市益野団地付近の内水による浸水状況

益野団地

砂川

百間川
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資料：岡山県土木部資料

旭

川

百
間
川

吉
井
川

倉安川

内水はん濫による浸水実績

■昭和51年9月洪水では、岡山市街地の大部分が浸水
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岡山平野における水害パターン （３）高潮

高潮の越波による
浸水のメカニズム

海側
波浪

浸水

干拓地側

■平成１６年８月（台風１６号）
■岡山三川の河口ではともに潮位が上昇し、観測開始以来もっとも高い潮位を観測。住宅への浸水被害や堤防の法
崩れなどが発生。

9時

21時

18時

31日0時

15時

12時

9時

21時

18時

31日0時

15時

12時

平成16年16号台風の進路図

越波の状況

岡山県管理 海岸堤防
被災状況 35



岡山平野における水害パターン （４）津波

高
梁
川

旭
川

吉
井
川

百
間
川

津波高
最大津波高（ｍ） 平均津波高（ｍ）

岡山市（中区）
岡山市（東区）
岡山市（南区）

※津波高＝朔望平均満潮位＋津波高

浸水面積 （ｈａ）
浸水深さ

関係市
岡山市（北区） 60 20 ※ － - -
岡山市（中区） 1,160 1,070 740 230 - -
岡山市（東区） 3,210 2,980 2,270 1,140 ※ -
岡山市（南区） 6,390 5,920 3,990 1,590 ※ -
倉敷市 3,420 2,840 1,570 350 ※ -
※［－］浸水無し、［※］：10ヘクタール未満

関係市

倉敷市

５ｍ以上 １０ｍ以上

1.8
2.5
2.6
3.2

1.7
2.1
1.9
2.8

１ｃｍ以上 ３０ｃｍ以上 １ｍ以上 ２ｍ以上

■平成24年8月に公表された南海トラフ巨大地震による津波高及び浸水区域等の推計を受け、岡山県により津波
浸水区域図（Ｈ25.3公表）を作成。
■この津波浸水想定図は、最大クラスの津波が悪条件下で発生した場合に想定される浸水の区域及び水深を示す。
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旭川、吉井川拡大図

旭川、吉井川河口付近の津波浸水想定（拡大図）
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岡山平野における水害パターン （４）津波

平成15年9月17日 中央防災会議「東南海・南海地震等に関する専門委員会」（第14回）
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河川整備基本方針における計画降雨と基本高水

 昭和54年洪水の2日間雨量を昭和
47年洪水の2日間雨量268.7 mm 
を参考にして引伸ばし

 基準地点下牧での基本高水のピー
ク流量8000m3/s
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流量配分（河川整備基本方針）（平成20年1月28日策定)

百間川

旭川

旭川

児島湾

岡山城

一の荒手

二の荒手

後楽園

操山

6000m3/s

2000m3/s
4000m3/s

吉井川

砂川

8000m3/s
490m3/s

2450m3/s
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 百間川への適正な分流のため分流部の改築が必要
 河道の対応で不足する流量については、既設ダム(湯原ダム、
旭川ダム)の有効活用により対応

流量配分計画

■工事実施基本計画策定後に計画を変更するような出水は発生しておらず、流量データによる確率（1/150相当）から
の検討、既往洪水からの検討等を総合的に検討し、基本方針においても既定計画と同様に下牧地点における基本高水
のピーク流量を8,000m3/sと設定。

旭川ダム

 

← 百間川

■下牧  

6,000 4,000

2
,
0
0
0
 

■：基準地点 

●：主要地点 

単位：m3/s 

← 旭川本川  
児  
島  
湾  

砂川  490
↑  

2,450

●
百
間
川
橋

●河口  

●河口  

4,000

●北方  
きたかた  

流量配分図

築堤

築堤

浸透対策工
(旭川・全域)

百
間
川

旭

川

高
潮
対
策 百間川

河口水門

築堤

河道掘削
樹木伐開

河道掘削
樹木伐開

分流部の改築

■牧山

下牧■

旭川水系河川整備基本方針の概要（平成20年1月28日策定）

湯原ダム

整備内容と箇所
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■昭和47年7月洪水に相当する洪水の安全な流下を目標としている。
■目標規模は約1/50、目標流量4,700m3/s（下牧）、整備計画期間は概ね20年。

今後の改修方針

河口 北方
きたかた

下牧

河口

百
間
川
橋

3,300 3,300 4,700

2,450
(1,850)

砂川490

2
,0
0
0

(1
,4
0
0
)

旭川本川

百間川

　　　　　：基準地点
　　　　　：主要地点
　数値　：整備計画目標流量

　単位　：m3/s

※（　）は基準地点（下牧）に整備計画目標流量
　　が流下した際の百間川への分流量を示す

治水に係る整備個所

 Ｎ

二日市地区
堤防整備

小橋地区
堤防整備

分流部
一の荒手切り下げと補強
二の荒手 補強
背割堤嵩上 等

百間川河口水門
増設

高潮対策区間
高潮堤防整備

網浜地区
河道掘削

百間川
河道掘削
堤防整備

※堤防整備に必要な土砂採取を行う。

前期段階での
整備メニュー
前期～後期段階
での整備メニュー
現在実施中の事業

凡 例

出石地区
堤防整備

旭川中流地区
河道掘削
樹木伐採

内山下地区
堤防整備

平井地区
堤防整備

福島地区
堤防整備

旭川水系河川整備計画の概要（平成25年3月15日策定）

(1)継続事業の早期完成

(2)旭川下流地区、百間川の河川整備

(3)分流部、旭川中流地区の河道掘削など

堤防の高さ・断面が不足している等箇所の状況

平成10年10月洪水 平成23年9月洪水

二日市地区 出石地区

計画高水位

東中島地区（西側） 42
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まとめ

○旭川下流域の特性
・最下流で人口・資産が集中する岡山市街地を貫流
・干拓地で形成された低平地のゼロメートル地帯が広がるため、
洪水・高潮等に脆弱な地形

○旭川の本格的な洪水対策は江戸時代に岡山城下を守るために百間
川の築造からはじまった。

○岡山平野における水害パターンは、堤防の決壊や越水によるはん
濫、内水、高潮、津波がある。

○旭川流域で発生した洪水被害は、台風によるものが多い。

○旭川・百間川の河川改修は計画に基づき段階的に進めているが、
無堤箇所や堤防高が低い箇所があり、洪水時のはん濫が懸念される。

43


